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文部科学省「日本型教育の海外展開（EDU-Portニッポン）」

EDU-Portシンポジウム
「新しい日常」における水平的で双方向の学び

主催：文部科学省 言語：日本語（英語の同時通訳有）

20222022 3 4年 月 日［金］［金］14:0:00 -17:017:00
開催形態：オンライン配信（ZOOM Webinar）

プログラム
14:00 開会・挨拶 EDU-Portニッポン事業報告
  文部科学省大臣官房国際課
14:10 活動報告 カンボジアにおける衛生教育および学校保健室体制モデルの進展事業
  香川大学 医学部教授　清水 裕子
14:25 活動報告 DOTS ～みえる世界が広がる、その先に～ 
  NPO法人Colorbath代表理事　吉川 雄介
14:40 活動報告 アブダビ首長国の小学校における学力向上への貢献事業
  株式会社公文教育研究会ライセンス事業推進部次長　須川 陽介
14:55 休憩
15:15 パネルディスカッション 「新しい日常」における水平的で双方向の学び
  東京大学教授 慶応義塾大学教授　鈴木 寛
  東京大学大学院 教育学研究科教授　北村 友人
  名古屋大学大学院 国際開発研究科教授　山田 肖子
16:00  閉会
16:10-17:00 ポスターセッション



Secretariat：Koei Research & Consulting Inc.

問合せ先　EDU-Portニッポン事務局/株式会社コーエイリサーチ&コンサルティング
              E-Mail:ml-eduport@k-rc.co.jp  Tel:070-4438-6533（シンポジウム専用電話） 　

参加は無料です。下記URLより申込フォームに必要事項を記入の上、ご登録ください。

https://survey.zohopublic.com/zs/k1BU5h

お申込み締切：2月28日（月）17時

参加申込み・問合せ先　 詳細はEDU-Portニッポンホームページで紹介しています。

お申込はこちら

新型コロナウイルス感染症拡大等の影響により、プログラムの内容等に変更が生じる場合があります。

登壇者

清水 裕子
香川大学医学部教授・
男女共同参画推進室副室長

吉川 雄介
NPO法人Colorbath 
代表理事 

株式会社公文教育研究会
ライセンス事業推進部次長

早稲田大学国際教養
学部、米国Portland 
State Universityに
て文化人類学専攻。

新卒で株式会社ベネッセコーポレー
ションに入社し学校教育事業に従事。
その後Colorbathを設立し、教育事
業や途上国に雇用を生み出すソ ー
シャルビジネス事業を展開。世界経
済フォーラム（ダボス会議）社会起
業家Global Shapers選出。ビル・
ゲイツ財団Vision Hacker Award
大賞。 

専門は、慢性期成人看
護学、看護教育学、看
護心理学等。聖母女子
短期大学、埼玉医科大

学、首都大学東京、香川大学副医学
部長を経て、現職。主な研究テーマ
は、ドイツの研究者とのスピリチュ
アルケア研究、対話技法とシミュレ
ーション教育研究、リラクゼーショ
ンケア用品開発、日本型教育の技術
移転研究等、著書「ヒューマンケア
と看護学」編著、「認知症ケアブッ
ク」編著他。

須川 陽介

2001年公文教育研究
会入社。フランチャイ
ズ教室へのコンサルテ
ーション業務を経て、

2015年よりアジアオセアニア地域を
統括するシンガポール本社でカンボジ
アへの新規導入展開を経験。2017年
-2020年にマレーシア公文にゼネラル
マネージャーとして赴任。帰国後、国
内初の法務省SIB事業、バングラデシ
ュの国際NGO“BRAC”との教育協力、
UAE/アブダビ首長国の教育協力事業
（小学校への公文式導入）に携わる。

鈴木 寛
東京大学公共政策大学院・
慶應義塾大学政策・
メディア研究科教授
東京大学法学部卒業。
通商産業省、慶應義塾
大学助教授を経て参議

院議員（12年間）。文部科学副大臣
（二期）、文部科学大臣補佐官（四期）
などを歴任。教育、医療、スポーツ、
文化、科学技術イノベーションに関す
る政策づくりや各種プロデュースを中
心に活動。現在、OECD教育スキル局
教育2030プロジェクト役員、World 
Economic Forum Global Future 
Council member等を兼務。

山田 肖子
名古屋大学アジア共創
教育研究機構・大学院
国際開発研究科教授
インディアナ大学博士
課程修了、博士(教育
学)。財団、コンサル

タント会社、広島大学、政策研究大学
院大学などを経て現職。名古屋大学
Skills and Knowledge for Youth 
(SKY) Projectの代表を務める。現在、
国際開発学会及び日本アフリカ学会副
会長、World Congress of Compar-
ative Education Societies出版委員、
InternationalJournal of Educational 
Development編集委員などを兼任。
近著は「途上国の産業人材育成－
SDGs時代の知識と技能」(2021年、
日本評論社)等。

北村 友人
東京大学大学院
教育学研究科・教授
カリフォルニア大学ロ
サンゼルス校大学院教
育学研究科博士課程修
了。博士（教育学）。

専門は、比較教育学、国際教育開発論。
国連教育科学文化機関、名古屋大学、上
智大学を経て、現職。東京都教育委員
も務める。主な研究テーマは、（1）途
上国における教育政策や教育実践、（2）
アジアにおける高等教育の国際化と「知
識外交」、（3）持続可能な開発のための
教育（ESD）」を通した市民性の育成。
近著に『SDGs時代の教育』（編著、学文
社）。


